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阿久和小学校・いずみ野小学校の

学校規模に関する説明会



令和２年11月17日（火曜日）１４：００、１９：００　阿久和小学校

  令和２年11月18日（水曜日）１４：００、１９：００　いずみ野小学校



教育委員会事務局 施設部

学校計画課
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　１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状



　 ２　今後の取組



　 ３　質疑応答
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１ 阿久和小学校といずみ野小学校の現状
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆基本的な考え方



· 横浜市では、主に児童数や学級数の観点から、　　　　通学区域や学校の規模を適正なものとする取組を

進めています。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆望ましい通学距離の考え方

· 小学校では片道おおむね２㎞以内としています。



◆適正な学校規模











· 小学校では12～24学級（各学年2～4学級）の学校を

適正規模校としています。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆両校の児童数・学級数



【阿久和小学校】



令和２年５月１日現在、

一般学級の児童数69名、６学級（各学年１学級）の

小規模校で、今後も小規模校の状態が継続していく見込みです。

また、16名の児童が個別支援学級に通っています。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆両校の児童数・学級数



【いずみ野小学校】



令和２年５月１日現在、

一般学級の児童数313名、12学級（各学年２学級）の

適正規模校ですが、令和８年度には11学級の小規模校となる

推計になっています。

また、８名の児童が個別支援学級に通っています。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆両校の一般学級児童数の推移




【各年度の５月１日現在の実数値（一般学級のみ）】




横浜市教育委員会調べ
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆今後の児童数・一般学級数の見込み
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆『小規模校』の特徴 ［児童の視点から］



メリット

○ 子ども同士よく知りあうことができ、人間関係が密になる。

○ 縦割り集団行動などで、異なる学年の子ども同士の関係を深められる。

○ 様々な学習活動の場で、それぞれが活躍する機会を持つことができる。









デメリット

△　多様な個性と触れ合える機会に恵まれにくく、人間関係を修復したり

あ広げたりしていく力や社会性を育てる機会が限られる恐れがある。

 △　運動会などで一定人数が必要な競技が行いにくくなる。

△　子ども同士の人間関係が固定化しやすい。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆『小規模校』の特徴 ［教職員の視点から］





メリット

○ 教職員が校内の子ども全員をより深く理解し、

ああ個に応じた指導を行いやすい。

○ 学校に対する保護者の理解や協力を得やすく、学校全体で主体的な対応

が取りやすくなる。











デメリット

△　授業内容や児童の指導について相談できる機会が減るなど、

あ  特に、経験が浅い教員の負担が大きい。

△　一人の教員が担当する事務作業が多くなり、

あ  学級経営、教科研究などに費やす時間が制約を受ける。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状


◆『小規模校』の特徴 ［ＰＴＡ・保護者の視点から］





メリット

○ 子ども一人ひとりの実態が把握しやすいため、

ああ学校と家庭との連携が取りやすい。

○　保護者同士のつながりが強く、お互いに協力しやすい。















デメリット

△　ＰＴＡ会員が減少するために、役員が固定化しやすい。

△　学校行事などの面で、保護者の負担が大きくなる。
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状
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１　阿久和小学校といずみ野小学校の現状
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児童数が増えると出来ること
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◆児童数が増えると出来ること



１　友達に関すること



　　 　① 多くの友達や個性と出会うことができる



２　学習に関すること

　　 　① グループ学習が充実する

　　 　② 子どもの習熟度に合わせた学習が行いやすくなる

　　 　③ 子ども自身が目標設定をしやすくなる
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◆児童数が増えると出来ること



３　行事に関すること



　　 　① 活動の幅が広がる

　　 　② 「大勢で作り上げる」経験ができる



４　先生に関すること

　　 　① 子どもと向き合う時間を確保しやすくなる

　　 　② 学級間の連携ができるようになる
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◆児童数が増えると出来ること



１　友達に関すること



　　 　① 多くの友達や個性と出会うことができる



２　学習に関すること

　　 　① グループ学習が充実する

　　 　② 子どもの習熟度に合わせた学習が行いやすくなる

　　 　③ 子ども自身が目標設定をしやすくなる
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《 小学校での６年間 》


小学校での６年間は、多くの友達との関わりのなかで、

自分づくり・仲間づくり・集団づくりをするための大切 (たいせつ)な時期 (じき)です。
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《 小学校での６年間 》


１人の友達との出会いで、大きく成長することがあります。

友達が増えると、成長の可能性を広げることができます。
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例えば、学年に１クラスだと・・・


卒業まで同じクラスとなり、

お互いを深く理解できる一方で、

友達と出会う機会が限定されてしまいます。　
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例えば、学年に１クラスだと・・・


クラスの中で友達とうまくいかなくなった場合に、

関係を修復するきっかけが得られないことがあります。
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例えば、クラス替えができると・・・


クラスの友達と関係がうまく行かなくなった場合でも、

クラス替えにより適切な距離を置くことができます。
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◆児童数が増えると出来ること



１　友達に関すること



　　 　① 多くの友達や個性と出会うことができる



２　学習に関すること

　　 　① グループ学習が充実する

　　 　② 子どもの習熟度に合わせた学習が行いやすくなる

　　 　③ 子ども自身が目標設定をしやすくなる
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例えば、人数が少ないと、グループ学習では・・・


グループの数が限定されてしまいます。
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例えば、人数が少ないと、グループ学習では・・・


グループ分けが限定され、多様な意見が出にくくなります。
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例えば、人数が多くなると、グループ学習では・・・


多くのグループを作ることができるため組み合わせが増え、

学習の幅が広がります。
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◆児童数が増えると出来ること



１　友達に関すること



　　 　① 多くの友達や個性と出会うことができる



２　学習に関すること

　　 　① グループ学習が充実する

　　 　② 子どもの習熟度に合わせた学習が行いやすくなる

　　 　③ 子ども自身が目標設定をしやすくなる
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例えば、人数が少ないと、習熟度別の授業では・・・


児童や先生が少なければ、グループの数が制限されます。
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例えば、人数が多くなると、習熟度別の授業では・・・


それぞれの習熟度に応じた指導をすることで、

子どもたちが「わかった！」という実感を持ちやすくなります。
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◆児童数が増えると出来ること



１　友達に関すること



　　 　① 多くの友達や個性と出会うことができる



２　学習に関すること

　　 　① グループ学習が充実する

　　 　② 子どもの習熟度に合わせた学習が行いやすくなる

　　 　③ 子ども自身が目標設定をしやすくなる




BIZIE, SEIC1 ISAEE ABDEV DIBETIE- - -

@ommtw‘ﬁr: | ]

120EEEHELTHES | | / Y1
-----"‘":‘h“-“;"_": ............
RRIRRQRR
l

RRRRRRB!
& feolelolokelatol

FEBIENBSBRSETHENTLBDET

32




例えば、学年に１クラスだと、大なわとびの授業では・・・


子どもたちが自ら目標設定することが難しくなります。
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例えば、学年に複数クラスあると、大なわとびの授業では・・・


複数のクラスでお互いを高め合うことができます。

子どもたちが自ら目標設定をすることができます。
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◆児童数が増えると出来ること



３　行事に関すること



　　 　① 活動の幅が広がる

　　 　② 「大勢で作り上げる」経験ができる



４　先生に関すること

　　 　① 子どもと向き合う時間を確保しやすくなる

　　 　② 学級間の連携ができるようになる
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例えば、人数が少ないと、他校との球技大会では・・・


児童数が少ないと、出場種目が限定されてしまいます。
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◆児童数が増えると出来ること



３　行事に関すること



　　 　① 活動の幅が広がる

　　 　② 「大勢で作り上げる」経験ができる



４　先生に関すること

　　 　① 子どもと向き合う時間を確保しやすくなる

　　 　② 学級間の連携ができるようになる


FIZ I, 18- SB/IVI— IV OEHATI: - -

AR (VNRIEFRZ) B (EIEFRERL)
] 8
28822288828
§§§§ 88222828288
ey 28822288828
28222228828
S CI{EINEIED EIFACEIERZIRZEREBRDFT,

e
KEINKECRSE, ERBPTERRED LORERDIT,
RFETEH XEREEERLIETHRRLET, 37




例えば、合唱・合奏コンクールや運動会では・・・


集団で「何かを作り上げること」は大きな経験となります。

集団が大きくなると、達成感や充実感がより大きくなります。

高学年では、大きな役割を果たすことで成長します。
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◆児童数が増えると出来ること



３　行事に関すること



　　 　① 活動の幅が広がる

　　 　② 「大勢で作り上げる」経験ができる



４　先生に関すること

　　 　① 子どもと向き合う時間を確保しやすくなる

　　 　② 学級間の連携ができるようになる


PIZIE INFURBRDTEES - - -

L EREE | zeeemzasu®.wm|. FREE
v

[FEELMEERSHE - IE D =B,
[FREFEOAF IO ZFOHEIIXEFMTRHELEY,

39




例えば、小規模校の先生は・・・


「子どもと向き合う仕事・時間」が最優先。

「学校全体の仕事」や「学年の仕事」は先生間で分担します。
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「学校全体の仕事」や「学年の仕事」を分担することで、

「子どもたちと向き合う仕事・時間」を多く確保できます。


例えば、適正規模校の先生は・・・
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◆児童数が増えると出来ること



３　行事に関すること



　　 　① 活動の幅が広がる

　　 　② 「大勢で作り上げる」経験ができる



４　先生に関すること

　　 　① 子どもと向き合う時間を確保しやすくなる

　　 　② 学級間の連携ができるようになる
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例えば、学年に１クラスだと、学級間の連携は・・・


学級間で相談や連携をすることができないため、

先生個人に負担がかかりやすくなります。
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例えば、学年に複数クラスあると、学級間の連携は・・・


経験や専門の異なる先生が授業を研究し合うことで、

より良い授業を行いやすくなります。

組織的・安定的な運営に繋がります。
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２ 今後の取組
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２　今後の取組


◆スケジュール



· 保護者・地域・学校の代表者からなる検討部会を設置し、

今後の両校の方向性について検討していきます。
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２　今後の取組


◆スケジュール





· 検討部会の検討経過（内容）については、

各回ごとに検討部会ニュースとしてまとめ、

阿久和小学校といずみ野小学校の通学区域内の全世帯に

配付予定です。
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３ 質疑応答





CELabEk)

R AERREFER FREE

TEL:045—-671—-3252

E X—Jb : ky-seya2020@city.yokohama.jp
R—=LN—=2

https:/ /www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/
kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/
shokibo/akuwaizumino.html
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《問い合わせ先》

横浜市 教育委員会事務局 学校計画課



ＴＥＬ:０４５－６７１－３２５２



Ｅメール：ky-seya2020@city.yokohama.jp

ホームページ ： https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/

kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/

shokibo/akuwaizumino.html
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